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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　点滴または輸血処置において流量を調節する調整バルブであって、該調整バルブは、
　ハウジング（２）と、
　中空の円筒状バルブ室（２１）に向いて開いているインレット接続片（２２）およびア
ウトレット接続片（２３）からなる接続片と、
　カップ形状の土台と、それから伸びている円筒状のバルブプラグ（４１）とを有し、前
記バルブ室（２１）内に挿入可能である回転片（４）であって、前記円筒状のバルブプラ
グ（４１）の径方向外側の面と前記バルブ室（２１）の内側の面とが密閉を形成する、回
転片（４）と、
　前記接続片（２２、２３）に対向しており、流れに関して前記接続片（２２、２３）を
接続し、周方向において変化する断面を有している少なくとも一つの溝（４２）とを備え
ており、
　前記バルブ室（２１）に重なり、前記回転片（４）に面する側部上で同心円上に位置す
る複数のマーキング（３５、３６、３７）を有する環状ディスク（３’）をさらに備えて
おり、
　前記回転片（４）は周方向および径方向において互いに対してずれて配置されている多
数の窓部（４５、４６、４７）を有しており、それぞれの窓部（４５、４６、４７）は前
記マーキング（３５、３６、３７）のうちの一つに対向して位置していることを特徴とす
る、調整バルブ。
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【請求項２】
　前記環状ディスク（３’）は、軸方向に少し離れて、前記ハウジングに係合する環状の
センタリングカラー（３４）を有していることを特徴とする請求項１に記載の調整バルブ
。
【請求項３】
　前記環状ディスク（３’）は円筒状の突出部（３２）を有しており、前記突出部はその
面上に、前記ハウジング（２）の前記接続片（２２、２３）に重なる対向するくぼみ（３
３）を有していることを特徴とする請求項１または２に記載の調整バルブ。
【請求項４】
　前記バルブ室（２１）の外側に、前記回転片（４）上の回転制限止め具（５１）と協働
する回転制限止め具（５０）が設けられていることを特徴とする請求項１から３のいずれ
か１つに記載の調整バルブ。
【請求項５】
　前記バルブチャンバ（２１）はその外側上に係合くぼみ（２７）を有しており、前記回
転片（４）は、前記バルブプラグ（４１）に対して同心に、前記係合くぼみ（２７）と係
合する少なくとも一つの移動止め（５７）を持つ円筒状の突起を有していることを特徴と
する請求項１から４のいずれか１つに記載の調整バルブ。
【請求項６】
　前記接続片（２２、２３）の長手方向の軸は、前記調整バルブの回転軸（２６）に関し
て、互いに軸方向にずれていることを特徴とする請求項１から５のいずれか１つに記載の
調整バルブ。
【請求項７】
　前記バルブプラグ（４１）はその外周上に２つの溝（４２、４３）を有しており、前記
２つの溝の一方は前記インレット接続片に割り当てられており、他方は前記アウトレット
接続片に割り当てられており、前記２つの溝（４２、４３）は、流れに関して、軸方向の
チャネル（４４）によって接続されていることを特徴とする請求項６に記載の調整バルブ
。
【請求項８】
　前記バルブ室（２１）の内部は段差（２８）を有しており、前記段差の後は、前記バル
ブ室（２１）と前記バルブプラグ（４１）との間で密閉状態の係合が形成されることを特
徴とする請求項１から７のいずれか１つに記載の調整バルブ。
【請求項９】
　前記環状ディスク（３’）、前記バルブ室（２１）および前記接続片（２２、２３）は
、前記ハウジング（２）に挿入可能である挿入部（３）として設計されていることを特徴
とする請求項１に記載の調整バルブ。
【請求項１０】
　前記ハウジングの上外側の縁に、回転する止め具（６８）が設けられ、対をなす止め具
（６９）が前記回転片（４）の底に設けられていることを特徴とする請求項９に記載の調
整バルブ。
【請求項１１】
　移動止め（６２、６３）を有する前記挿入部（３）は前記ハウジング（２）の開口部（
６４、６５）においてロック可能であることを特徴とする請求項１０に記載の調整バルブ
。
【請求項１２】
　一体にされたバルブプラグ（４１）を有する前記回転片は、移動止め突起（７０）によ
って前記バルブ室（２１）上にロック可能であることを特徴とする請求項１１に記載の調
整バルブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、請求項１の導入節に記載されている調整バルブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のバルブはＤＥ　８３　１２　０２９　Ｕ（特許文献１参照）から知られている
。この調整バルブは、中空の円筒状バルブ室に向けて開いているインレット接続片および
アウトレット接続片を有するカップ形状のハウジングと、カップ形状の土台および、それ
から少し離れたところにある円筒状のバルブプラグをもつ回転片とを有している。バルブ
プラグは、バルブ室に挿入されて外側で密閉を形成することが可能であり、その外周上に
は接続片に対向する少なくとも一つの溝を有している。この溝は、流れに関して接続片を
接続し、周方向において変化する断面を有している。
【０００３】
　同様の調整バルブがＤＥ　４３　４０　１９１　Ｃ１（特許文献２参照）に記載されて
いる。ここでは回転素子の回転を制限するために、相補的な止め具（ストップ）がカップ
形状のハウジングの底部上とカップ形状の回転素子の底部上とに設けられている。
【０００４】
　ＤＥ　４２　０１　４１６　Ａ１（特許文献３参照）は、軸方向において互いに対して
ずれている２つの環状の溝をもつ回転素子を有している。これら２つの溝は、軸方向に伸
びているチャネルによって互いに接続されている。したがって、インレット接続片とアウ
トレット接続片とは、軸方向において互いにずれ得る。
【０００５】
　さらに、同様の調整バルブがＤＥ　３５　９０　３３９　Ｃ２（特許文献４参照）に記
載されている。ここで、円筒状の回転素子の面は、周方向において広くなっていく溝と、
カップ形状のハウジングの底部に向けて開いているインレット接続片およびアウトレット
接続片とを有している。ここで、満足のいくように機能するための条件は、ハウジングの
底部と回転素子の面とが密接していることである。なぜなら、そうでなければインレット
接続片とアウトレット接続片との間の流れの接続が溝の外で起こりうるからである。
【０００６】
　ＪＰ　２００２０３５１２３　Ａ（特許文献５参照）は、滴下注入における流量を計算
するための計算ディスクを示している。平坦な板上の同心円上に数多くの目盛りが配置さ
れている。後者の上方の回転ディスクは、円のセグメントのような形状である数多くの窓
部を有しており、それらを通じて目盛りを見ることができる。
【０００７】
　このような調整バルブにおける流量は実効断面積にだけではなく、静水圧にも依存する
。注入流体が入っている容器は通常、点滴スタンドに固定されており、容器は所定の高さ
でスタンドに載せられている。一つのよくある高さは、例えば、患者上の注入点の５０ｃ
ｍ上方である。この高さを変えると点滴の速度も変化する。
【０００８】
　病院の職員にとっては、静水圧の変化の効果、すなわち容器の高さを高さの変化が起こ
る前でも推定することができるような方法で静水圧の関数および回転素子の回転位置の関
数としての滴下速度に関する情報を得ることができれば望ましい。また、調整バルブは構
造および取り付けという点で簡単でなければならない。これは単に、片手で操作可能であ
り、流量の正確な調節をすることが可能であるということを意味している。
【特許文献１】ＤＥ　８３　１２　０２９　Ｕ
【特許文献２】ＤＥ　４３　４０　１９１　Ｃ１
【特許文献３】ＤＥ　４２　０１　４１６　Ａ１
【特許文献４】ＤＥ　３５　９０　３３９　Ｃ２
【特許文献５】特開２００２－０３５１２３
【特許文献６】ＥＰ　１　１４０　２５６　Ｂ１
【特許文献７】ＵＳ　４，７５０，７０７　Ａ
【特許文献８】ＵＳ　５，００５，６０４　Ａ
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【特許文献９】ＵＳ　６，７２６，１７５　Ｂ１
【特許文献１０】ＥＰ　０　５５２　８５４　Ａ
【特許文献１１】ＵＳ　５，１１３,９０４　Ａ
【特許文献１２】ＥＰ　０　１２３　０７９　Ａ
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　現在の流量調整バルブでは、低粘性の食塩水の流量のみが示されていると反対されるこ
とがよくある。より粘性の高い流体を用いるときには、通常の目盛りは適用可能ではなく
、実際には誤解を生じ、誤った観察に至ることもある。したがって、使用者は、より粘性
の高い流体についての流量を示す目盛りあるいはマーキングを持つことが有用となってく
る。この問題は、文字つきの単純なマーキングとそれに従った参照表とによって解決する
ことができる。これによると、本発明の第二の実施形態の流量調整バルブは、等張食塩水
用の第一の標準目盛りと、より粘性の高い流体用の文字（例えばａ、ｂ、ｃ等）付きの第
二の目盛りとを有しており、参照値はマニュアルから得られる。
【００１０】
　そこで本発明は、上記の課題を解決することのできる流量調整バルブを提供することを
目的とする。この目的は特許請求の範囲における独立項に記載の特徴の組み合わせにより
達成される。また従属項は本発明の更なる有利な具体例を規定する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明のこの目的は、特許請求項１に示されている特徴によって達成される。従属請求
項には本発明の有利な改良が示されている。
【００１２】
　本発明の基本原理は、回転素子カバーにおいて、周のまわりに分散されており、互いに
対してずれて配置されている多数の開口部、すなわち窓部を設けることにある。ハウジン
グの内部かつこれらの窓部の下には、窓部の数に応じて多数のマーキング、すなわち目盛
りがあり、それらから流量を読み取る。
【００１３】
　即ち、本発明の第１の形態によると、点滴または輸血処置において流量を調節する調整
バルブであって、該調整バルブは、ハウジング（２）と、中空の円筒状バルブ室（２１）
に向いて開いているインレット接続片（２２）およびアウトレット接続片（２３）からな
る接続片と、カップ形状の土台と、それから伸びている円筒状のバルブプラグ（４１）と
を有し、前記バルブ室（２１）内に挿入可能である回転片（４）であって、前記円筒状の
バルブプラグ（４１）の径方向外側の面と前記バルブ室（２１）の内側の面とが密閉を形
成する、回転片（４）と、前記接続片（２２、２３）に対向しており、流れに関して前記
接続片（２２、２３）を接続し、周方向において変化する断面を有している少なくとも一
つの溝（４２）とを備えており、前記バルブ室（２１）に重なり、前記回転片（４）に面
する側部上で同心円上に位置する複数のマーキング（３５、３６、３７）を有する環状デ
ィスク（３’）をさらに備えており、前記回転片（４）は周方向および径方向において互
いに対してずれて配置されている多数の窓部（４５、４６、４７）を有しており、それぞ
れの窓部（４５、４６、４７）は前記マーキング（３５、３６、３７）のうちの一つに対
向して位置していることを特徴とする。
【００１４】
　前記環状ディスク（３’）は、軸方向に少し離れて、前記ハウジングに係合する環状の
センタリングカラー（３４）を有していてもよい。
　前記環状ディスク（３’）は円筒状の突出部（３２）を有しており、前記突出部はその
面上に、前記ハウジング（２）の前記接続片（２２、２３）に重なる対向するくぼみ（３
３）を有していてもよい。
　前記バルブ室（２１）の外側に、前記回転片（４）上の回転制限止め具（５１）と協働
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する回転制限止め具（５０）が設けられていてもよい。
　前記バルブ室（２１）はその外側上に係合くぼみ（２７）を有しており、前記回転片（
４）は、前記バルブプラグ（４１）に対して同心に、前記係合くぼみ（２７）と係合する
少なくとも一つの移動止め（５７）を持つ円筒状の突起を有してもよい。
【００１５】
　前記接続片（２２、２３）の長手方向の軸は、前記調整バルブの回転軸（２６）に関し
て、互いに軸方向にずれていてもよい。
　前記バルブプラグ（４１）はその外周上に２つの溝（４２、４３）を有しており、前記
２つの溝の一方は前記インレット接続片に割り当てられており、他方は前記アウトレット
接続片に割り当てられており、前記２つの溝（４２、４３）は、流れに関して、軸方向の
チャネル（４４）によって接続されていてもよい。
　前記バルブチャンバ（２１）の内部は段差（２８）を有しており、前記段差の後は、前
記バルブ室（２１）と前記バルブプラグ（４１）との間で密閉状態の係合が形成されても
よい。
　前記環状ディスク（３’）、前記バルブ室（２１）および前記接続片（２２、２３）は
、前記ハウジング（２）に挿入可能である挿入部（３）として設計されていてもよい。
【００１６】
　前記ハウジングの上外側の縁に、回転する止め具（６８）が設けられ、対をなす止め具
（６９）が前記回転片（４）の底に設けられていてもよい。
　移動止め（６２、６３）を有する前記挿入部（３）は前記ハウジング（２）の開口部（
６４、６５）においてロック可能であってもよい。
　一体にされたバルブプラグ（４１）を有する前記回転片は、移動止め突起（７０）によ
って前記バルブ室（２１）上にロック可能であってもよい。
【００１７】
　なお上記の発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではなく、これら
の特徴群のサブコンビネーションも又発明となりうる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態は特許請求の範
囲にかかる発明を限定するものではなく、又実施形態の中で説明されている特徴の組み合
わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００１９】
　本発明を、図面に関連して例示的な実施形態を用いながら以下により詳しく説明する。
　最初に図１を参照する。全体として参照符号１で示されている調整バルブは、ハウジン
グ２、挿入素子３および回転片４を有している。調整バルブは２つのチューブ端５によっ
て、注入流体用の容器と患者の血管（図示せず）とに接続されている。
【００２０】
　ハウジング２は、一体成型された中空の円筒状の堆積されたような形状のバルブチャン
バ２１を有するカップ形状の土台２０と、チューブ（図１における５）への２つの側部接
続片２２および２３とを有している。接続片２２および２３は、開口部２４および２５を
通じて円筒状バルブ室２１の内部に接続されている。２つの接続片２２および２３は、長
手方向の軸に関して、互いに対してずれて配置されており（図２ｄ参照）、周方向におい
て１８０度反対側にある。数多くのグリップ結節２９がカップ形状の土台２０の外周上に
一体的に形成されている。この結節２９により、ねじりに対してしっかりと手で持つこと
が可能になる。
【００２１】
　環状ディスクのような形状の挿入部３は、バルブ室２１に重なる中央開口部３１を備え
ている。つまり、挿入部３はバルブ室２１の上方に押される。挿入部３のハウジングの方
には向いていない上側面上の多数の同心円状の軌道には、マーキング３５、３６および３
７がつけられている。挿入部３は、後述するように、ハウジング２に対してわかりやすく
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配置される。
【００２２】
　最後に、調整バルブは、回転片４を有している。この回転片４は、図４に関連して詳述
するように、カップ形状のハウジングと、それからある距離をおいて中空の円筒状バルブ
プラグとを有している。バルブプラグはバルブ室２１と係合する。回転片の外側は、周方
向に一様に分散され、かつ径方向では互いに対してずれて配置されている多数の窓部４５
、４６および４７を有している。各窓部４５、４６および４７には、マーキング３５、３
６および３７が割り当てられ、対応するマーキングは、割り当てられた窓部を通じて読み
取ることができる。
　したがって調整バルブは基本的には、例えば射出成型を用いてプラスチックから形成さ
れた３つの部品のみから構成される。これら３つの部品を組み立てるのは非常に簡単であ
る。挿入部を単に載せて、それから回転片４をその上に滑らせて、後述するバネロックで
その上に固定する。
【００２３】
　図２はハウジング２の異なる図を示している。ハウジング２は、カップ形状の土台２０
を有しており、その中央のあたりに土台２０からある距離をおいて、中空の円筒状バルブ
室２１がある。バルブ室の外側上には、２つの接続片２２および２３が一体成型されてお
り、これらは開口部２４および２５を通じてバルブ室２１の内部との間で流れを接続して
いる。２つの接続片２２および２３は、調整バルブの回転軸２６に関して、距離Ｖだけ互
いからずれている。バルブ室の自由端の外側には、回転片の移動止め（デテント）が係合
する係合（キャッチ）くぼみ２７が設けられている。回転制限止め具５０として機能する
径方向の突起が、バルブ室２１の周上の一つの接続片２２とバルブチャンバ２１との間の
変わり目の領域に設けられている。
　図２ｂおよび２ｄの断面図には縁２８が示されており、ここからバルブプラグ（図４）
が径方向に密閉するように係合する。
【００２４】
　図３は、開口部３１を有する平坦な環状ディスク３０を構成する挿入部３を示している
。開口部３１の周囲には、ある距離をおいて円筒状の突出部３２がある。突出部３２の自
由端は、互いに対向する半円状の底を持つ２つのくぼみを有しており、これらのくぼみが
接続片２２および２３（図２から）の周に重なる。これによって、挿入部３をハウジング
２内でねじれなしに保持した状態を維持する。また環状ディスク３０は、外周の近くに、
ハウジング２に対して中央に位置するためのセンタリングスピゴットを有している。この
スピゴットは、突出部３２と同じ方向に環状ディスク３０から少し離れている。
【００２５】
　図３ａにおける環状ディスク３０の上側の側部上には、同心状の環につけられたマーキ
ング、すなわち目盛り３５、３６および３７を見ることができる。これらは、例えば、回
転片（図１における４）の位置の関数としての滴下速度の数値の形態をとっており、数値
は互いに対して径方向にずれて配置されており、異なる静水圧または注入流体の入った容
器の高さを示している。
　図３ｂ、３ｃおよび３ｅにおいて、対向しているくぼみ３３は異なる深さ、すなわち、
接続片２２および２３（図２）の軸方向の変位に応じて異なる深さを有していることがわ
かる。
【００２６】
　図４は回転片４を示している。回転片４もまた、カップ形状の土台と、それから少し離
れている中空の円筒状のバルブプラグ４１とを有している。バルブプラグ４１の外周は２
つの環状の溝４２および４３を有しており、これらは軸方向において互いからずれている
。一方の溝４２は一定の深さ、一定の断面を有しているのに対して、もう一方の溝４３は
、周方向において、徐々に変化する断面、すなわち徐々に変化する深さを有しており、か
つ周方向において、限られた範囲、ここでは例えば３３０度を覆っている。溝４３の最も
深さが深い開始点には、２つの溝４２および４３を互いに接続する軸方向のチャネルが設
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けられている。
【００２７】
　図４ａにおいて最もよくわかるように、土台４０は多数の窓部４５、４６および４７を
有しており、これらは周方向において互いから１２０度ずれており、互いに重ならないよ
うに回転軸２６に対して径方向にずれて配置されている。窓部４５、４６および４７の次
にはくぼみ４９が設けられており、くぼみの中には、０．５ｍ、０．３ｍおよび０．７ｍ
というような異なる高さを示すマーキング、例えば印刷がある。また、環状ディスク３０
のマーキングの下にあるマーキングを指し示す読み取り矢印もあることがわかる。
　図４ｅにおいて最もよくわかるように、土台４０は、バルブプラグ４１と同心状に、係
合（キャッチ）フックを有する突起を有している。係合（キャッチ）フックはハウジング
（図２）の係合（キャッチ）くぼみ２７と協働し、続く組み立てにおいて回転片をハウジ
ングに対して強固に接続する。
　回転を制限するために、回転制限止め具５０がハウジング２のバルブ室２１上で接続片
２２の上方に設けられており、この止め具５０は回転片４上の回転制限止め具５１と協働
する。回転制限止め具５１および５２は、溝４３の実効範囲全体、例えばこの場合には３
３０度の範囲全体を通して伸びることができるように、周方向において配置され、寸法を
有している。
【００２８】
　図５は、組み立てられた調整バルブの断面を示している。組み立ては以下のように行わ
れる。突出部３２を有する挿入部３を最初にハウジングのバルブ室２１の上方に押しやり
、くぼみ３３が接続片２２および２３の上方に達するように挿入部３の回転方向において
挿入部３の向きを定める。接続片２２および２３が異なる軸方向高さを有しており、くぼ
み３３がそれに対応する異なる深さを有しているので、回転方向における特定の位置が定
まる。さらに、センタリングカラー（centering collar）３４がハウジング２の縁と係合
する。これは挿入部３が特定の位置につくことを意味する。
【００２９】
　そして回転片が挿入され、そのバルブプラグ４１がハウジング２のバルブ室２１の開口
部に係合する。係合（キャッチ）くぼみ２７と回転片の移動止め（デテント）５７との係
合によって、軸方向のロックが生じる。そして、接続片２３のチューブ５が溝４２に流れ
を接続するように、回転片４のバルブプラグ４１上の溝４２が開口部２４に対して正しく
位置決めされる。溝４２はチャネル４４を通じてらせん状の溝４３に接続されており、溝
４３が開口部２４と開口部２５との間の流れの接続を形成する。この流れの接続の実効断
面積は回転片４の位置に依存する。
【００３０】
　縁２８は、バルブ室２１とバルブプラグ４１との間のゾーンを規定し、その点からこれ
ら２つの部品が密閉を形成するように互いに接触して位置している。バルブプラグ４１の
縁２８から始まる部分は、２つの溝４２および４３を有しており、そこで良好な密閉され
た係合が形成されるようにバルブ室２１とは異なる硬度を有する材料から形成されている
。密閉はバルブプラグ４１の表面領域においてのみ効力を有している。バルブプラグ４１
の面はここでは、バルブ室２１のくぼみの底からある距離離れており、係合（キャッチ）
接続部２７、５７のみが、単体で、あるいは必要であればバルブ室２１の面上の止め具と
ともにハウジングと回転片との間の軸方向のセンタリングの決め手となる。わずかな軸方
向の遊びは、密閉には影響を及ぼさないが、溝４２および４３に対する開口部２４と開口
部２５の間の向きにはおそらく影響する。しかし開口部２４および２５をいくらか溝４２
および４３の幅よりも広く形成すれば、軸方向の遊びがあったとしても流量の変化は起こ
らない。
【００３１】
　図６もまた、溝４２および４３、ならびにチャネル４４を詳細に示している。溝４２が
一定の断面の環状の溝であるのに対して、溝４３は周方向において角度αで伸びているら
せん状の溝であり、ゼロの値にまで減少する深さを有している。溝４３の始まりはチャネ
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ル４２から連続しており、チャネル４２から完全に流体を供給されている。回転片４の位
置に依存して、溝４３の異なる深さが開口部２５に対向して位置し、したがって流量を決
定する。
　上記説明から、組み立ては非常に簡単で、二、三の操作で行うことが可能であることが
わかる。調整バルブの後の操作もまた非常に簡単であり、ある程度の技術があれば片手で
行うこともできる。注入流体が入っている容器の異なる高さに対する流量は、都合よく窓
部４５、４６および47を通して読み取ることができる。
【００３２】
　図７～図１１における実施形態は、基本的には、図１～図６における実施形態と以下の
改変点で異なっている。まず図7を参照する。ハウジング２に挿入された挿入素子３は、
図７の例示的な実施形態の場合には、バルブ室２１と、２つの接続片２２および２３と、
ここでは参照符号３’で示す環状ディスクとを有している。この全部の挿入部３をハウジ
ング２に挿入する。したがって、刻み込まれた目盛りを有する環状ディスクはバルブ本体
に接続されており、ハウジング３はバルブ本体から離れていた。このためハウジング２は
、つかむための表面２９を有する別個の射出成型部であり、スナップで留める接続にて挿
入部３に接続される。さらに、この例示的な実施形態では、回転片のための回転止め具が
ハウジングの外縁上に配置されている。
　積極的な接続（所定の位置への係合あるいはスナップ留め）が一方では回転片とバルブ
本体との間で行われ、他方ではハウジングとバルブ本体との間で行われる。
【００３３】
　最後に、この例示的な実施形態は、目盛りを読み取るための２つだけの視認窓部を提供
する。
【００３４】
　図７～１１は例示的な実施形態において図１～６と同じ参照符号を有しており、対応す
る部分は、意味あるいは機能の点で同じである。
　ここで図７を詳細に参照する。ハウジング２は、バルブ本体３の接続片２２および２３
を収容するための２つの側部くぼみ２２’および２３’を有するカップ形状の土台を備え
ており、バルブ本体３は上方からハウジングに挿入される。接続片２２および２３から少
し離れて、円盤状のウェブ６０および６１があり、それぞれはハウジング２の移動止め（
デテント）開口部６４、６５と係合する２つの移動止め（デテント）６２、６３を有して
おり、したがってハウジング２内にバルブ本体３をしっかりと移動止め（デテント）で固
定する。ウェブ６０および６１の上には、バルブ室２１に重なる環状ディスク３’が固く
締められている。環状ディスク３’は読み取られるべき目盛りを有している。また、この
ディスクは、さらなるウェブ６６および６７によって接続片にもしっかりと固定されてい
る。
【００３５】
　ハウジング２の上側の縁上には、回転片上の対となる止め具６９（図１０）と協働する
軸方向に突出している回転止め具６８が設けられている。
　バルブプラグ４１の自由端上には、軸方向のスロット７１のおかげで弾性を有する回転
する移動止め（デテント）７０が載せられている。移動止め（デテント）７０は、バルブ
プラグがバルブ室２１に挿入されると、その開いている底側部７２から突出し、そこに位
置している面の後ろの所定の位置にロックされる。
【００３６】
　図８は、上から見た平面図（図８ａ）、右からおよび左からの側面図（図８ｂおよび８
ｃ）、下からの図（図８ｄ）、立面図（図８ｅ）、斜視平面図（図８ｆ）、下から見た斜
視図（図８ｇ）、線Ｂ－Ｂに沿った断面図（図８ｈ）、ならびに線Ａ－Ａに沿った断面図
（図８ｉ）でハウジング２を示している。ハウジングの底側部上には、つかむための結節
７２を有するギザギザ７０および７１が設けられている。結節７２によって、ハウジング
を滑らせることなく片手でつかむことができる。ハウジング内には、ウェブ７３および７
４が設けられており、ウェブ７３はウェブ６２、６３、６６および６７の形状と同様に、
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接続片２２および２３の形状に適応されている。したがって挿入部３はそこに積極的に維
持される。ハウジング内のウェブ７４は環状であり、バルブ室２１を中央に位置決めする
のに役立つ。ハウジングの底のさらなるくぼみ７５は、バルブ室２１から突出しているバ
ルブプラグ４１の自由端を受ける働きをもつ。
【００３７】
　図９は、バルブ本体３を、下から見た平面図（図９ａ）、左および右からの側面図（図
９ｂおよび９ｃ）、立面図（図９ｄ）、下方から斜めに見た斜視図（図９ｅ）、図９ａの
線Ａ－Ａに沿った断面図（図９ｆ）および線Ｂ－Ｂに沿った断面図（図９ｇ）で示してい
る。
【００３８】
　これらの図は、それ自体は、図７の上記説明に関連して示された参照符号とともに理解
することができる。図９ａおよび９ｂから、環状ディスク３’の外周はハウジング２（図
７参照）の止め具６８を通すためのくぼみ７６を有していることもわかる。また、バルブ
本体の上外側の縁の上で回転し、後述する回転片のくぼみ８１と係合する突起７７がある
ことがわかる。バルブ本体２１の底端部上には、突起７８（図９ｂ、９ｅおよび９ｆ参照
）が設けられている。これは、バルブの部品の製造中に射出成型の射出点として機能する
。この突起７８は、ハウジングに対してバルブ本体をさらに方向決めするために、ハウジ
ングの円形のウェブ７４におけるくぼみ７９（図８ｈ参照）と係合する。
【００３９】
　図１０は、回転片４を、上から見た平面図（図１０ａ）、側面図（図１０ｂ）、下から
見た図（図１０ｃ）、立面図（図１０ｄ）、下方斜めから見た斜視図（図１０ｅ）および
図１０ａの線Ｃ－Ｃに沿った断面図（図１０ｆ）で示している。回転片は、ここでもカッ
プ形状であり、環状ディスク３’上の目盛りを読むための窓部４５、４６を有している。
図１０ｆおよび１０ｅにおいては、ハウジング２の止め具６８（図７）に対して対をなす
止め具として作用し、回転片の回転を制限する止め具６９が示されている。バルブプラグ
４１の自由端上には、バルブ本体３の回転片をロックする移動止め（デテント）７０が示
されている。バルブプラグ４１の周囲には、バルブプラグ４１から径方向に少し離れて伸
びている軸方向に突出している縁８０が示されており、回転片がバルブ本体３に対してガ
イドされる、あるいは指示されるようにバルブ室の一端によって突起７７に係合される環
状の空間８１が形成される。
【００４０】
　図１１は、組み立てられた状態の調整バルブを、側面図（図１１ａ）、平面図（図１１
ｂ）、９０度回転した側面図（図１１ｃ）、上および下から斜めに見た２つの斜視図（図
１１ｄ）、図１１ｂの線Ａ－Ａに沿った断面図（図１１ｅ）、および図１１ａの線Ｃ－Ｃ
に沿った断面図（図１１ｆ）で示している。
　図１１ｅおよび図１１ｆの断面図は、組み立てられた状態と、個々の構成要素がどのよ
うにして互いに係合し、あるいは互いに対して調節されるかとをはっきりと示している。
詳細なそれぞれの図面および関連する説明のために、さらなる説明は必要ではない。なぜ
なら、当業者であれば、構造および組み立て、ならびに機能を容易に理解するであろうか
らである。
【００４１】
　前記記載および具体的な実施形態は、発明のベストモードと原理とを示しているにすぎ
ず、当業者は本発明の精神および範囲から逸脱することなく様々な改変および付加を装置
に対して行い得るということを理解されたい。したがって本発明は添付の請求項の範囲に
よってのみ制限されることが理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】図１は本発明の調整バルブの分解図である。
【図２】図２ａは調整バルブのハウジングの底から見た図であり、図２ｂおよび図２ｃは
側面図であり、図２ｄおよび図２ｅは断面図である。
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【図３】図３は挿入素子を示しており、図３ａは上面図、図３ｂおよび図３ｄは側面図、
図３ｃおよび３ｅは断面図である。
【図４】図４は回転素子を示しており、図４ａは上面図、図４ｂおよび図４ｄは側面図、
図４ｃおよび図４ｅは断面図である。
【図５】図５は組み立てられた調整バルブの断面を示している。
【図６】図６は、環状溝の領域における回転素子を貫く断面を示しており、図６ａは横断
面、図６ｂは縦方向断面を示している。
【図７】本発明の第二の例示的な実施形態による調整バルブの分解図である。
【図８】図８は、図７の実施形態のハウジングの様々な方向からの図である。
【図９】図９は、図７の実施形態の弁体の様々な方向からの図である。
【図１０】図１０は、図７の実施形態の回転片の様々な方向からの図である。
【図１１】図７の実施形態の組み立てられた調整バルブの様々な方向からの図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１　　調整バルブ
　２　　ハウジング
　３　　挿入素子
　３’　環状ディスク
　４　　回転片
　２０　土台
　２１　バルブ室
　２２　接続片
　２３　接続片
　２４　開口部
　２５　開口部
　２６　回転軸
　２８　縁
　２９　結節
　３０　環状ディスク
　３１　開口部
　３２　突出部
　３４　センタリングカラー
　３５　マーキング
　３６　マーキング
　３７　マーキング
　４１　バルブプラグ
　４２　溝
　４３　溝
　４４　チャネル
　４５　窓部
　４６　窓部
　４７　窓部
　５０　回転制限止め具
　５１　回転制限止め具
　６２　ウェブ
　６３　ウェブ
　６６　ウェブ
　６７　ウェブ
　６８　回転止め具
　６９　止め具
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　７２　結節
　７３　ウェブ
　７４　ウェブ

【図１】 【図２】



(12) JP 4236558 B2 2009.3.11

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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